
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

                                      

 

                 

 

 

 

 

Ｎo.109 

 
八尾市男女共同参画センター 

 

平成 29 年 7 月号 

ソーシャルネットワーキングサービス(ＳＮＳ)は、インターネット上で短い文章を投稿したり、友人同士

がメッセージや写真などを共有してコミュニケーションをとることができ、日本でも海外でも多くの人に利

用されています。ＳＮＳには、ライン（LINE）やフェイスブック（Facebook）、ツイッタ―（Twitter）、     

インスタグラム（Instagram）などがあります。パソコンやタブレット、スマートフォン 

などのアプリで閲覧・投稿することができ、気軽に世界中の不特定多数の人とつながる 

ことができます。 

しかし、コミュニケーションが便利になる一方で、様々な問題が指摘されています。 

安易な書込みが友人間のトラブルに発展したり、知り合い同士のコミュニケ―ション 

ツールであるという安心感を利用した詐欺やウイルスの配布を行うなどの事例も急増しています。 

また、写真や動画の投稿は、設定によっては位置情報から不特定多数の人に現在地を知られたり、写真の

背景から自分の活動範囲や生活圏を特定されたりする材料になることもあります。 

最近では、「女子高校生」などにマッサージなどを行わせたり、屋外で客と散歩させたり、会話やゲーム

の相手をさせるなどの接客サービスを商品化した、いわゆる「ＪＫビジネス」が出現し、一部の店舗では、

学生証のコピーをとられたりして、性的な被害に遭う事例もあります。また、「高収入」「パーツモデル」と

いうアルバイトに応募したら、アダルトビデオへの出演を強要されたなど、若年層の女性を狙った性暴力の

問題は、深刻な状況にあります。その背景には、ＳＮＳの普及により、多くの女子高生が簡単にＪＫビジネ

スに触れてしまう機会が増えたことがあるといわれています。 

 もうすぐ夏休みです。学校が休みになると、中高生の子どもたちをはじめ、多くの人が、

普段よりもＳＮＳを利用する機会が多くなりがちです。気軽で便利なＳＮＳですが、危険

を避けるためには、「自分の身は自分で守る」という認識を持ち、気軽に住所やＳＮＳ等

のアカウントを教えることなく、自身の個人情報やプライバシーに加え、他者にも配慮し

ながら、上手にＳＮＳと付き合っていきたいものです。まずはこの機会に、ご家族やご自

身で、ＳＮＳを使うときのルールやマナーについて見直してみましょう。 

被害事例・相談窓口は 

パソコンから  男女局 ＡＶ ＪＫ 検索 



                                 

 

 

                                 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲームで学ぶ親子防災教室 
～災害に備えてできることを考えよう！～ 

小学生の親子を対象に、夏休みの宿題の絵日記や作文にむけて、子どもの感じたことを 
自由な言葉でのびのびと表現する方法を親子一緒に学びましょう。 

親子一緒に体験するゲームを通じて、男女共同参画の視点から、災害に備えて 

自分自身や家族でできることを考えます。 

 
◆持ち出し品なぁに？クイズ  

 家に備えておくべき非常時の持ち出し品を覚えよう！ 

◆毛布で担架体験  

 毛布など身近にあるもので応急的に担架をつくり、ケガ人を運ぶ体験をしよう！ 

◆防災カードゲーム「なまずの学校」 

     災害時に発生する様々なトラブルを紙芝居形式でクイズをだして、手持ちのカード 

で解決する方法を考えよう！ 

●講 師 ： 男女共同参画センタースタッフ 

                     

●対 象 ： 八尾市在学の小学生とその保護者 

 

●定 員 : 20組 （申込順）                       

 

気持ちを言葉で伝えてみよう！ 
～親子で楽しむ作文コミュニケーション教室～ 

     

8月 9日（水） 

10：00～11：30 

●講 師 ： 野間口
の ま ぐ ち

 祐喜子
ゆ き こ

さん  

（教育コミュニケーション協会キッズ作文トレーナー） 

                     

●対 象 ： 八尾市在学の小学生とその保護者  

  

●定 員 :  8組 （申込順）                      

 

【講座実施場所】八尾市男女共同参画センター「すみれ」 

【申込み・問合せ】TEL ０７２-９２３-４９４０ 

 

※各講座に一時保育あり。 
（一時保育の申し込みについては、各講座開催日の 

１０日前まで。[休所日の場合は、直前の開所日まで。]） 

定員：各 5人（申込順） 
（生後 3か月～小学 4年生まで） 

保育料：1人目 500円、2人目 250円、 

3人目～無料 

8月 3日（木） 

10：00～11：30 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の活躍推進情報コーナー 

未来のリケジョを応援します！ 

～女子中高校生・女子学生の理工チャレンジ（リコチャレ）～ 

講座報告 

「理工チャレンジ（リコチャレ）」は、内閣府男女共同参画局が中心となり、理工系分野に興味がある   

女子中高生・女子学生が、将来の自分をしっかりイメージして進路選択（チャレンジ）することを応援する

ための取り組みです。理工系分野が充実している大学や企業など『リコチャレ応援団体』の紹介や、団体が

実施するイベント情報の提供、理工系分野で活躍する女性からのメッセージ紹介などを行っています。  

理工系分野に興味がある人たちの中には、「女性が少ないと聞くけれど、やっていけるかな…」、「結婚し

たり育児したりするときに研究を続けられるか不安…」と感じている人や、「どんな研究をして、どんな  

仕事に繋げていけば良いのだろう？」と、将来のイメージを持てない人もいるかもしれません。 

進路選択を目の前にして、「理工系に進むと、どんな学校や仕事があるの？」など迷ったときには、ぜひ、

リコチャレのイベントに参加してみてください。職場見学・仕事体験・女性技術者や研究者との交流など  

理工系の仕事や将来に触れられるイベントは、普段は見られない、ものづくりや建設の現場を見たりステキ

な理工系女子の先輩の話を聞いたりできる貴重な機会です！ 

夏休みを利用して、リケジョへの一歩を踏み出してみませんか？ 

内閣府男女共同参画局ホームページ 

 パソコンから  理工チャレンジ   検索  

講座名： 『折り紙でカーネーションを作ろう！ 

～大切な人へのプレゼント～』 

講 師 ： 野村  美智子（のむら  みちこ）さん 

（日本折紙協会 折紙講師） 

日 時 ： 5月 13日 土曜日 10:00～11：30 

母の日のためなど、大切な人へプレゼントするため

に、初心者でも比較的簡単に作ることができる折り紙

のカーネーションの花束を作る講座を行いました。 

折り紙は、折っている間は、「無」になることができるので、自然に心が落ち着くものです。参加者同士、最初は  

緊張していましたが、作品を仕上げていくうちに、自然と打ち解け、話しやすくなるなど、折り紙をきっかけに場が和ん

でいきました。   

カーネーションの花言葉は、赤色が『深い愛』、ピンク色が『尊敬』であり、母の日に限らず、大切な人や、自分への

プレゼントとしても適した花であることを学びました。 

折り紙で、花やガクなどをパーツごとに作り、組み立てると華やかなカーネーションの花束が仕上がり、受講者か

らは満面の笑みがこぼれました。お互いにわからないところを教えあう姿もみられ、受講者同士の交流にもつながっ

た講座となりました。 

【受講者の声】 

 気分転換になりました。とても素敵な物が仕上がりました。 

 折り紙講座初めてでしたが、集中できて楽しくできました。 

 

小・中・高生や保護者も参加できるイベント
もありますので、ぜひ、この機会に 

素敵な理工系の未来を体験してください！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなた自身の気持ちを素直に表現して、いま悩んでいることと向き合ってみませんか？ 

人づきあいや生き方、性格や仕事に関すること、夫や子どものことなど、女性の抱える 

悩みを女性相談員が傾聴し、問題解決に必要な情報提供や心を整理するお手伝いをしま

す。ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。 

 
【予約・問合せ】  ＴＥＬ ０７２－９２３－４９４０  

午前９時～午後５時 （日･月曜日、祝日、年末年始を除く) 

 

八尾市男女共同参画センター「すみれ」 

〒581-0833 八尾市旭ヶ丘 5-85-16 
  八尾市生涯学習センター「かがやき」学習プラザ４階 

  TEL/FAX ０７２－９２３－４９４０ 
（開所時間）午前９時～午後５時 
       休所日は、日・月曜日、祝日、年末年始。ただし、月曜日が 
       祝日の場合は、その翌日以降の直近の平日も休所。 

（アクセス） 【徒歩】約１５分 近鉄八尾駅より北へ進み（アリオ八尾方面）、 
光町交差点右折、3つめの信号右折 

        【バス利用】 近鉄八尾駅より、高砂住宅行き「緑ヶ丘」下車すぐ 
       【駐 車 場】 40台 （30分を超え 2時間まで 300円。 以降 30分毎に 100円） 

生涯学習センター「かがやき」の駐車場です。 

編集・発行：八尾市男女共同参画センター「すみれ」 

アクセス 

《図書コーナー》 

開所時間中は、読書や学習に 

ご利用いただけます。 

貸出もおこなっています。 

＊申込書に記入すると、一度に３冊の本を、 
２週間借りることができます。 

                                 

 

                                      

今月の 1冊 

「その島のひとたちは、ひとの話をきかない」 森川すいめい／著  青土社 

日本には、自殺者が極端に少ない「自殺希少地域」が存在します。精神科医である   

著者は現地に行き、地元の人と交流することで、その謎を探ろうとします。「できること

は助け、できないことは相談する」「助けること、助けられることに慣れる」「人のせいに

しない」「挨拶程度のつきあいが孤立感を癒す」など、人と心地よくつながるためにはど

うすればよいか…というコミュニケーションのあり方を考えるきっかけとなる 1冊です。 


